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第 1３回 2026 年７月 (2 年目) 

７月アカデミー活動報告書 

 

体力チェック・トレーニング  
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競技規則テストと試合アセスメント  
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アカデミー生の感想 

初日のフィットネステストで良い結果を出せなかったこと、自分の普段のトレーニングや成長をす

ることができなかった点がマイナスでした。２日目のディスカッションについては普段人の試合に評

価をつけることがないため初めての経験となりました。アセスメントレポートに沿って映像を見て評

価したのですが自身が良い点、改善点を見つけることでその部分を自分のレフェリングに取り入れる

ことができますしディスカッションで自分には見つけることができなかった新たな点を話し合うこと

ができました。様々な視点でレフェリーを見ることができたことがとても良い経験になりました。初

日の 1番最初に宮部さんがおっしゃられたこと、「もう一度初心に戻るべき。」 

審判員としても 1人の人間としても普段の行動は正しいか、その行動は他人からどう思われるか、立

ち振る舞いとして正しいのか、改めて考え直すきっかけになりました。私はこれからもっと成長して

いきたいと考えています。そのためには常に謙虚であり課題から逃げず向き合うような人間性がとて

も大切だと感じました。これからのアカデミー活動だけでなく審判の活動もこのことを心掛けて活動

します。 
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1日目は中国地域のプール候補審判員と一緒にフィットネステストを行いました。記録は 40m走平均 5.33

秒、yoyo38本でした。特に yoyoの方は全く満足いく結果にはなりませんでした。yoyoテストがある時は事

前に何回か練習して慣れておく必要があると感じました。また、プール候補審判員と一緒にしたことで、基

準を再度確認することができました。このようなテストは結果が数値化され、目に見えて分かるので、今一

度、取り組みを見直し、強みにできるように取り組んでいく必要があると感じました。yoyoテストの後に

はステップ系や瞬発力、動体視力、ジャンプ系のトレーニングをしました。yoyoテストの後で疲れていま

したが、試合終盤の疲れている時間帯をイメージし、集中してトレーニングすることができました。ジャン

プ系のトレーニングは正直キツくて、筋肉体にもなりました。2日目はまず競技規則テストをしました。結

果は分かりませんが、手応えは良くはありませんでした。yoyoテスト同様に、結果が数値化されるテスト

なので、武器にできるように復習をしっかりして次に繋げたいと思います。その後はアカデミー生の仲間の

試合の映像分析をして、ディスカッションしました。今はありがたいことに試合映像を頂けることが多くな

ってきたので、今回の試合分析を参考に自分の試合分析を上手くして、毎試合成長できるように取り組んで

行きます。 

 

今月も大変充実した活動になりました。 

まず最初に宮部マスターから初心にも戻ろうとお話を頂きました。自分も１年目に比べると成長してき

たかなと思うことが増えてきました。そこで欲を出さず、中国アカデミー五カ条を忘れず「「謙虚」に活

動していこうと言葉をいただき、さらに身が引き締まる思いになりました。 

初日には強化審判員とともにフィットネステストを行いました。暑くきつい条件の中でしたが、声をか

けあい無事に走り切ることができました。 

トレーニングでは、下半身中心のメニューでした。普段自分ではやらないメニューが多かったですが、

1 人でもできることがあり今後のトレーニングにも取り入れていきたいなと思いました。やはり普段ど

れだけ自分に厳しくやるかで試合のパフォーマンスにも影響するので良いメニューを教えていただき

ありがたい時間でした。それと皆でトレーニングすることは楽しいなと改めて感じました。 

映像分析では自分が主審を担当した試合でしたが、自分が気がついていないことなど多くの意見を皆さ

んからいただきました。良かった点、改善点をあげてもらうことで自分にはない考え方を多く学べて有

意義な時間でした。特にDFラインでのボール回し時のポジショニングで学びが多かったです。 

今回学んだことを次回の試合でチャレンジしてさらに成長できるよう努力していきたいです。 

 

今回のアカデミー活動では自分の現在地と客観的に試合を見ることの大切さを学んだ。 

1 日目の体力テストでは 40m と yo-yo テストを行った。40m スプリントでは予定通りのスピードを出

すことが出来たが今意識的に取り組んでいる、一定の数値と一定のリズムは難しかった。数値に幅が出

来てしまっていたり、一定のリズムを刻めていなかったりとしていたので意識的に取り組んでいきたい。 

Yo-yo テストでは日常の生活環境に結果が直結していることを学ぶことが出来た。ただ忙しいだけ、忙

しい理由を正当化するのではなく今の自分の環境でも日常の優先順位を常に考えて生活していきたい。 

2 日目の初めの競技規則テストでは全体的に課題があると感じた。文章をそのまま覚えることも重要で

あると感じるとともに、理論ではなく実際の局面と照らしたり英語版との比較、考慮事項の読み込みな

どを行っていきたい。 

ここまで上げた 3点はいい数値を取ること、いい点数を取ることも大切であるのかもしれないが、そう

ではなくこの結果がそのまま試合にも影響を与えてしまう重要なことであることを忘れず、必要な時の
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爆発的なスプリント、フルタイムいいフォームで走り切るフィジカル、競技規則に乗っ取った試合運営

をしていくためにも忘れずに取り組んでいきたい。 

2 日目の最後は実際の試合映像を見て振り返りを行った。アセッサーの方が普段どのような視点で試合

を見ながら、自分たちにアドバイスを行ってくださっているのか、身を持って感じることが出来た。自

分であればどのような動きをするのか、どのようにマネジメントするのかなど自分の考えになかった新

しい引き出しを多く取り入れていくためにも様々な試合から学び考えながらサッカーを見ていこうと

感じた。 

実際の自分の試合では主観的な視点だけでなく、客観的な視点を試合の中でも取り入れ選手がどう思う

か、周りの人がどう思うかなど様々な視点から試合に取り組んでいきたいと感じた。 

 

次回は８月７～９日(＠黒潮町)の予定です。 


